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研究成果の概要（和文）：2つの調査より農産物消費行動研究への「解釈レベル理論」の適用可能性を検討した。まず
、選択実験による解釈レベル理論の計測方法の妥当性について検証した結果、解釈レベルの操作により、回答者の選択
行動は有意に変化したことが確認された。次に、複数ある心理的な距離が農産物の場合にどのように表れるかを確認す
るためにWEB調査を実施した。その結果、社会的距離は商品品質、商品価格、店舗利便性、商品知名度の全ての評価軸
で影響を与えた。時間的距離は店舗利便性の評価軸で影響を与えた。その他の心理的距離と評価軸の組み合わせでは有
意差が得られなかった。

研究成果の概要（英文）：Two studies examined whether “construal level theory” is applicable to research 
on fresh produce consumption behaviors. A choice experiment was first carried out to verify the 
reasonableness of the measurement technique of the construal level theory and confirmed that the 
manipulation of construal levels brought about significant changes in the behaviors chosen by 
respondents. A web-based survey followed and confirmed how different types of psychological distance 
affect the choices of the respondents. The survey revealed that social distance has an impact on all of 
the assessment criteria: product quality, product prices, convenience of stores and extent of product 
recognition. Temporal distance had an impact on the convenience of stores. No significant difference was 
observed in the relationships among other types of psychological distance and assessment criteria.

研究分野： 食行動

キーワード： 解釈レベル理論　農産物消費
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１．研究開始当初の背景 

消費者行動研究分野では、国内外において
一般消費財を対象とした「解釈レベル理論」
に関する研究が急速に進展しつつある。解釈
レベル理論とは、対象に対して人が感じる心
理的距離（時間的・空間的・社会的・仮想的
距離）によって解釈レベルが異なる（距離が
遠いと高次（本質的）、近いと低次（副次的））
ことを説明するために、社会心理学領域で開
発された包括的理論である（阿部(2009)）。国
内では、社会的距離に注目した贈与品購買行
動、時間的距離に注目した購買時点と評価時
点の小売店評価の違いの分析等の成果が出
されているが、農業経済学分野では国内外と
もに未着手の状況にある。一方で農業経済学
分野においては、農産物に対する消費者行動
の解明に向けて、これまで表明選好法等の質
問紙調査が多数行われてきた。申請者らは、
そのような質問紙調査に加え店頭での観
察・聞き取りによる購買行動研究を重ねる中
で、実際の購買行動とそれとは時間的に離れ
た時点での調査結果が必ずしも一致しない
ことを何度も体験し、より正確な消費者行動
の把握に向けた理論や手法の構築の必要性
を感じてきた。また、近年では消費者の限定
合理性に目が向けられつつあるものの、その
ような観点から農産物消費行動を分析・実証
した研究はまだ少ない。このような中、解釈
レベル理論は消費者の限定合理性に着目し、
心理的距離によって対象への評価が変化す
るとした理論であり、この適用は農産物を対
象とした消費者行動研究にも新たな展開を
もたらすものと考えられる。 

 

２．研究の目的 

解釈レベル理論に注目し、関連領域の研究
サーベイを行うとともに、農産物の商品特性
を踏まえながら、農産物消費行動における
「解釈レベル理論」の適用可能性とその方法
を解明する。 

 

３．研究の方法 

(1)選択実験による解釈レベル理論の農産物
への適応可能性の研究 

竹内・星野（2013）や Freitas et al.（2004）
を参考に、図 1のような依頼文により A群の
回答者に抽象的な目的を具体的方法にブレ
イクダウンする作業を依頼し、図 2に示され
ているような質問で「健康を増進する」とい
う抽象的な目的にたいしての具体的な方法
の考案作業を依頼した。 

本研究では、皮むきみかんについての選択
実験を行った。プロファイルの属性と水準に
ついては、表 1に示されている。これらのう
ち、皮の除去方法の酵素法は、農研機構が実
用化を進めている新しい技術である。回答者
には 3種類の皮むきミカンと opt-out選択肢
からなる 4 つの選択肢集合を 12 回提示し、
回答者にもっとも望ましい選択肢の選択を
依頼した。 

 なお、調査は 1200名を対象として 2014年
2 月にインターネットを利用して実施された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 解釈レベル操作のための依頼文章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 解釈レベル操作作業の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 皮むきミカンプロファイルの属性と水準 

 
 
(2)分散分析による解釈レベル理論の農産物
への適応可能性の研究 
 2014 年 9 月に 200 名を対象とした webアン
ケート調査により、心理的距離が異なる状況
において、農産物を購入する上でそれぞれ重
視する項目を調査した。重視する項目として
は、商品品質、商品価格、店舗利便性、商品
知名度の４つの評価軸を設け、それぞれを実



験計画により配置した。なお、分析方法とし
ては、３因子要因計画の分散分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 選択実験による解釈レベル理論の農産
物への適応可能性の研究 
 推定においては、価格以外の係数について
正規分布を仮定した random parameter logit 
model を採用し、Nlogit5 により推定をおこ
なった。 

モデルの推定結果は表２に示している。す
べてのパラメータは有意に推定されており、
マクファーデンのρ2 乗の値も大きく、概ね
適切な推定が行われたと考えられる。すべて
の群において、Enz, AcAlの係数は負であり、
手むきと比較して酵素法や酸アルカリ法に
よる皮の除去は低く評価されていることが
分かる。また、Ord の係数が負であることか
ら、慣行栽培のミカンが、低農薬栽培のもの
よりも低く評価されている。 

価格以外の属性ならびに水準について、
MWTP 平均の信頼区間を推定した結果が表３
に示されている。ほとんどの値において 95%
有意水準で有意であった。皮の剥離方法に対
する評価としては、手むきと比較して、いず
れの群においても、酵素法、酸アルカリ法と
も低いが、酸アルカリ法の評価が最も低くな
っている。 

表４には各属性の MWTP の群間差異につい
て、畳みこみを利用した差の分布のシミュレ
ーションによる両側検定結果が示されてい
る。解釈レベル操作群においては、いくつか
の MWTP でコントロール群と有意差が見られ
るが、honesty priming 操作群とコントロー
ル群では、有意差は見られない。このことか
ら、事前操作により選択結果に有意な変化が
見られることと、事前操作の種類によって変
化のあり方に違いがあることが示唆される。 

他の 2群と比較して、解釈レベル操作群で
は、定数項の MWTP は有意に小さく、皮むき
みかんの評価がより厳しくなったといえる。
これは，皮むきみかんに対して「お金をつか
う」ということをより具体的にイメージして
評価したと解釈することができる。この結果
は解釈レベルの低下により価格が重視され
ると主張した Yan and Sengupta（2011）や竹
内・星野（2013）と整合的であるといえる。 

酵素法の MWTP は解釈レベル操作群で有意
に大きく、酵素法による皮の剥離については
評価が高くなっている。皮の剥離技術のうち、
他の 2つと比較して新しい酵素法のみで有意
差が認められたことは興味深い。本稿の知見
のみでの議論は難しいが、解釈レベル操作に
より消費者になじみが薄い属性が、より適正
に評価された可能性もある。ただし、Yan and 
Sengupta（2011）や竹内・星野（2013）が指
摘するように、解釈レベル操作による属性評
価変化の解釈することには難しさもあるこ
とから、今後研究が求められる点である。 
 

表２ 推定結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表３ MWTP平均の信頼区間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表４MWTP の群間差異の検定 

 
 
 
 
 
 
(2) 分散分析による解釈レベル理論の農産
物への適応可能性の研究 
社会的距離は商品品質、商品価格、店舗利

便性、商品知名度の全ての評価軸で影響を与
えた。時間的距離は店舗利便性の評価軸で影
響を与えた。その他の心理的距離と評価軸の
組合せでは有意差がみられなかった（表５）。 
 社会的距離を中心に心理的距離が農産物
購入の評価基準に影響を与えることが示さ



れた。すなわち、解釈レベル理論は農産物消
費行動分析においても一定の有効性を持つ
といえる。一方で、一般耐久財では様々な種
類の心理的距離で様々な種類の評価軸に影
響を与えることが指摘されているが、これに
比べ農産物では限定的であるといえる。この
原因としては、農産物は購入頻度が高いため、
一般耐久財に比べて心理的距離が近い位置
に固定されていることが考えられる。すなわ
ち農産物購入において心理的距離が遠い状
況が起こりにくい、あるいは一般耐久財では
心理的距離が遠い状況でも農産物では心理
的距離が遠くならないと考えられる。 
 本分析からは、贈答用農産物の分析には解
釈レベルを考慮する必要性を指摘できる。具
体的には送り先との関係性によって、農産物
の評価軸は大きく変わる可能性があり、これ
に注意する必要がある。また、送り先との関
係が親しい場合には、全ての評価軸を重視し
ており、シビアな選択と考えられる。 
 時間的距離が近い場合には店舗の利便性
をより重視している。時間的距離が遠い仮想
的なアンケート調査結果と、時間的距離が近
い実際の行動では店舗選択に差がある可能
性がある。また本分析から、例えば調理中に
食材不足に気が付くといった差し迫った状
況で、例えばコンビニで農産物を購入すると
いった行動が説明できるといえる。 
 

表５ 分散分析結果の要約 
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